
新
政
権
が
始
動
し
2
カ
月
が
経
過
し
た
。

１
０
０
日
の
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
間
は
、
お
お
ら

か
な
ま
な
ざ
し
で
期
待
を
込
め
て
見
守
る
べ

き
な
の
だ
ろ
う
が
、
景
気
の
悪
化
は
留
ま
る

と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
我
が
国
の
経
済
は
、

怪
我
人
で
い
え
ば
、
最
早
「
重
体
」
と
い
う

領
域
に
達
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
効
果
の
是
非
は
別
と
し
て
、
麻
生
前

首
相
の
「
ま
ず
は
景
気
対
策
」
と
い
う
言
葉

が
懐
か
し
く
も
感
じ
る
。
新
政
権
に
は
、
今

進
め
て
い
る
事
業
仕
訳
な
ど
、
財
政
再
建
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
、
実
効
あ
る
来
年
度
予

算
の
策
定
を
進
め
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
頑
張
れ
、
新
政
権
！
」

９
月
24
日
開
会
、
10
月
15
日
閉
会
の
今
定

例
会
で
は
、
総
額
３
８
０
億
５
，
３
９
２
万

円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
26
議
案
が

可
決
成
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
20
年
度

の
決
算
関
係
議
案
は
、
現
在
（
閉
会
中
）
決

算
特
別
委
員
会
で
審
査
中
で
、
私
も
委
員
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

22
年
度
予
算
を
政
治
主
導
で
作
ろ
う
す
る

仕
組
み
な
ど
、
困
難
だ
け
れ
ど
も
、
国
民
の

意
見
を
よ
く
聞
き
、
丁
寧
に
進
め
て
ほ
し
い
。

先
般
、
意
見
交
換
し
た
新
政
権
の
閣
僚
た
ち

も
、
政
治
家
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発

揮
に
強
い
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一

方
で
単
に
、
官
僚
を
遠
ざ
け
る
だ
け
で
な
く
、

専
門
家
集
団
で
あ
る
彼
ら
の
能
力
を
使
い
こ

な
す
姿
勢
も
極
め
て
大
切
だ
と
思
う
。

県
で
は
、
本
所
と
南
支
所
の
二
か
所
に
動

物
指
導
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し

、
小
学
生
な

ど
２
，
２
５
５
名
へ
の
動
物
愛
護
啓
発
事
業

を
行
っ
た
。
犬
、
猫
の
譲
渡
事
業
で
も
平
成

20
年
度
は
５
５
２
匹
の
実
績
を
上
げ
た
。

ま
た
、
動
物
の
虐
待
、
放
置
、
多
頭
飼
育
な

ど
の
事
例
を
防
止
す
る
た
め
の
早
期
発
見
対

処
に
向
け
て
、
今
月
か
ら
動
物
愛
護
推
進
員

の
増
員
公
募
を
開
始
し
た
。

る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
と
は
、

都
市
ガ
ス
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
石
油

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
水
素

を
取
り
出
し
、
セ
ル
ス
タ
ッ
ク
の
中
で
空

気
中
の
酸
素
と
化
学
反
応
さ
せ
、
水
の
電

気
分
解
の
逆
の
原
理
で
発
電
す
る
仕
組
み

の
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
の
際
に
発

生
す
る
の
は
、
電
気
と
熱
と
水
と
い
う
今

ま
で
に
な
い
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方

を
す
る
も
の
だ
。
研
究
所
の
中
で
は
、
経

年
変
化
や
耐
久
の
テ
ス
ト
、
そ
し
て
、
軽

量
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
向
け
た
様
々
な

研
究
が
さ
れ
て
い
た
。
敷
地
内
に
あ
る
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
あ
る
、

暮
・
楽
・
創
ハ
ウ
ス
で
も
一
軒
の
家
の
中

で
の
様
々
な
可
能
性
も
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

し
か
し
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
自
体
ま
だ
ま
だ

高
価
で
あ
る
の
は
事
実
で
、
今
後
さ
ら
に

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ
、
太
陽
光
発
電

な
ど
と
の
組
み
合
わ
せ
が
進
め
ば
消
費
者

の
選
択
肢
が
大
き
く
広
が
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

研
究
所
の
道
を
挟
ん
だ
先
で
、
経
済
産

業
省
に
よ
る
「
水
素
・
燃
料
電
池
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｊ
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）
」
で
設
置
さ

れ
た
、
燃
料
電
池
自
動
車
に
水
素
を
供
給

す
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
察
と
燃
料
電
池

自
動
車
の
試
乗
も
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
燃

料
電
池
自
動
車
の
普
及
に
は
、
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
増
加
が
何
よ
り
も
重
要
だ
。
こ

れ
無
く
し
て
、
燃
料
電
池
自
動
車
の
普
及

は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
、
試
乗
さ
せ
て
も

ら
っ
た
自
動
車
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い
加

速
を
示
し
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
静
か
で

快
適
だ
っ
た
。
で
も
、
一
台
の
価
格
が
一

億
円
と
い
う
の
に
は
大
分
驚
か
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
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な
か
や
し
き

慎
一

９
月
定
例
議
会

主
な
内
容

１

《
上
田
知
事
答
弁
要
旨
》

２

《
保
健
医
療
部
長
答
弁
要
旨
》

8
月
26
日

無
所
属
刷
新
の
会

視
察
報
告

視
察
報
告
レ
ポ
ー
ト

八
ッ
場
ダ
ム
建
設

や

ん

ば

舟橋一浩議員質問項目

１ 政権交代について
～官僚依存から政治主導への転換～

2 動物愛護の推進について
～県としての支援策について～

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
視
察
に
、

東
京
ガ
ス
の
各
施
設
を
訪
ね
ま
し
た
。

南
千
住
に
あ
る
東
京
ガ
ス
千
住
テ
ク
ノ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
訪
ね
た
。
こ
こ
で
は
、

低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
「
環

境
性
」
と
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」
を
軸
に

天
然
ガ
ス
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
再
評
価
し
、

ガ
ス
事
業
の
中
長
期
的
な
様
々
な
課
題
を

検
討
し
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
の
次
に
来

八ッ場ダム
や ん ば

利
根
川
の
支
流
の
一
つ
で
あ
る
吾
妻
川

流
域
に
初
め
て
造
ら
れ
る
、
治
水
・
利
水
・

発
電
を
目
的
に
国
が
建
設
を
進
め
て
き
た

多
目
的
ダ
ム
。
本
県
の
ほ
か
、
群
馬
県
、

東
京
都
、
千
葉
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
が

建
設
事
業
に
参
画
し
て
い
る
。

９
月
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
者
15
人

の
う
ち
12
人
が
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
つ
い

て
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
八
ッ

場
ダ
ム
の
建
設
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」

を
可
決
し
、
国
に
対
し
、
建
設
の
推
進
に

つ
い
て
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
で
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
は
利
根
川

の
洪
水
か
ら
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

と
と
も
に
、
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
の
水
源
の
確
保
に
必
要
な
ダ
ム
で

あ
る
と
考
え
、
事
業
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

10月９日八ッ場ダム建設事
業の推進を求める議員連盟
が現地視察しました

な
か
や
し
き
の
思
い
！

こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
番
強
く
感
じ
る

の
は
、｢

国
と
の
契
約｣

と
は
一
体
何
な
の

か
？
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
政
権
が
変

わ
っ
た
か
ら
仕
方
な
い
。
」
も
し
、
自
分

の
身
に
降
り
か
か
っ
た
こ
と
な
ら
絶
対
に

口
に
で
き
な
い
言
葉
だ
と
思
う
。
人
口
六

千
四
百
人
の
町
が
集
め
た
五
万
人
の
署
名

を
、
政
府
は
ど
う
受
け
取
る
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
？

八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
促
進
を

や

ん

ば

求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

八
ッ
場
ダ
ム
は
、
本
県
に
と
っ
て
、
７
１

７
万
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
観
点
か
ら

必
要
不
可
欠
な
ダ
ム
で
あ
る
。

本
県
は
、
現
在
、
ダ
ム
の
完
成
を
前
提
と

し
た
暫
定
水
利
権
で
、
約
１
６
０
万
人
分
相

当
の
水
道
水
を
確
保
し
て
い
る
。
仮
に
、
暫

定
水
利
権
で
の
取
水
が
制
限
さ
れ
た
場
合
、

地
下
水
採
取
に
よ
り
相
当
規
模
の
地
盤
沈
下

が
再
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
利
根
川
上
流
吾
妻
川
流
域
唯
一
の

治
水
も
目
的
と
す
る
ダ
ム
で
あ
り
、
そ
の
治

水
効
果
は
大
き
い
。

昭
和
22
年
９
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ

る
利
根
川
の
決
壊
等
で
、
群
馬
県
、
本
県
東

部
及
び
東
京
都
東
部
な
ど
、
併
せ
て
30
万
３

１
６
０
戸
が
水
没
、
冠
水
す
る
大
惨
事
と
な
っ

た
。
当
時
と
比
較
し
、
流
域
の
人
口
が
急
増

し
て
お
り
、
水
害
防
止
の
観
点
か
ら
も
必
要

性
大
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
各
地
の
住
民
訴
訟
で
も
都
県
側

が
全
面
勝
訴
し
て
お
り
、
司
法
で
も
そ
の
必

要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
は
、
国
策
と
し
て
57

年
に
わ
た
り
、
関
係
住
民
及
び
地
方
自
治
体

の
負
担
の
上
に
進
め
ら
れ
て
き
た
事
業
で
あ

り
、
国
の
責
任
に
お
い
て
完
遂
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
国
は
、
関
係
地
方
自
治
体
と

の
十
分
な
協
議
の
上
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設

を
推
進
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

10月9日
八ッ場ダム建設推進議連現地視察

一
般
質
問

わ
が
会
派
か
ら
は
、
舟
橋
一
浩

議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。



編
集
後
記

11
月
も
後
半
に
入
り
、
朝
晩
の
冷

え
込
み
は
初
冬
を
思
わ
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
来
ま
し
た
ね
。
9
月
定
例
会

後
間
も
な
く
決
算
特
別
委
員
会
の
審

査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

に
決
算
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
勉
強

を
し
、
多
く
の
気
付
き
も
も
ら
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
徴
収
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
貴
重
な
財
源
を
、
よ
り
有

意
義
に
執
行
で
き
る
よ
う
に
、
今
回

得
た
視
点
を
、
二
月
の
予
算
特
別
委

員
会
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

慎
一

4日 関東1都6県議会議員親善ゴルフ対抗競技大会 霞ヶ関

4日 県職員OB弘済会鴻巣班懇親会 ゆき寿司

5日 鴻巣びっくりひな祭り事前会議 中屋敷事務所

6日 市民文化祭懇親会 クレアこうのす大会議室
8日 鴻巣市産業祭 鴻巣市立総合体育館

7日 埼玉県北部郡市対抗テニス大会 彩の国くまがやドーム

8日 鴻巣菊花展表彰式 鴻巣市立総合体育館

9日 決算特別委員会 県議会議事堂
10日 決算特別委員会 県議会議事堂

11日 埼玉県戦没者追悼式 埼玉会館大ホール

11日 無所属刷新の会 会派予算要望書提出 知事室

12日 決算特別委員会 県議会議事堂

13日 鴻巣市防火安全協会創立40周年記念式典 クレアこうのす
14日 鴻巣市民体育祭実行委員会 鴻巣市立総合体育館

15日 田間宮第2回防災訓練 糠田運動場

15日 鴻巣市レクリエーション協会創立20周年記念式典・祝賀会

クレアこうのす
17日 全国農業担い手サミットin埼玉 大宮ソニックシティ大ホール

18日 埼玉師範塾 教育フォーラム

テーマ：地域に根ざした教育再生 埼玉会館小ホール

19日～20日 企画財政委員会視察

視察先 ：横浜市役所・(財)横浜市緑の協会
：神奈川県庁 他

21日 箕田公民館・児童センターまつり「オータム・フェア」

21日 シンポジウム「沖縄政策提言」 星陵会館

22日 教育を考える彩の国県民フォーラムin白岡
白岡町コミュニティーセンター

「現在の子どもたちのゲーム脳について」講師：高橋史朗先生

23日 鴻巣びっくりひな祭り実行委員会

24日 決算特別委員会 県議会議事堂
25日 「こうのとり伝説米」栽培・流通振興意見交換会

26日 予科練（土浦・霞ヶ浦航空隊）記念館視察

27日 埼玉県議会議員 舟橋一浩県政報告会

28日 鴻巣市青少年健全育成市民のつどい クレアこうのす

28日 鴻巣市水泳連盟理事会 鴻巣市立総合体育館
28日 埼玉県議会議員なかやしき慎一県政報告会 クレアこうのす

29日 鴻巣市スポーツ少年団野球部納会 クレアこうのす

＊活動報告は、抜粋させていただいてます

15日 9月定例会 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会
16日 平成21年度地域安全・暴力排除推進総決起大会

クレアこうのす

17日～18日 おおとり祭り

17日 交通安全功労・優良運転者表彰式 クレアこうのす大ホール
17日 鴻巣びっくりひな祭り実行委員会 鴻巣市役所

18日 鴻神社例大祭

19日 決算特別委員会視察 ※視察レポート掲載

20日 鴻巣花き㈱ 秋季品評会 フラワーセンター

21日 県職員鴻和会懇親会 ゆき寿司
22日 鴻巣市民ゴルフ大会 鴻巣カントリークラブ

24日 コスモスフェスティバル コスモスアリーナふきあげ周辺

25日 木とのふれあいまつり 東京木材相互市場吹上市場

26日 決算特別委員会 県議会議事堂

26日 民主党埼玉県連「2009政経文化の集い」

浦和ロイヤルパインズ

28日 決算特別委員会視察 ※視察レポート掲載
29日 決算特別委員会 県議会議事堂

30日 まなびピア埼玉2009総合開会式 さいたまスーパーアリーナ

31日 鴻巣西中学校 創立30周年記念式典 鴻巣西中学校体育館

1日 鴻巣市消防団特別点検 糠田グランド

1日 かわさとフェスティバル
1日 消防団第４分団特別点検慰労会 磯幸寿司

1日～3日 市民文化祭作品展 鴻巣市立総合体育館

2日 決算特別委員会 県議会議事堂

3日 東日本実業団駅伝

1日 野々宮神社例大祭
5日 鴻巣市P連・融和とふれあいソフトボール大会

吹上堤下運動場

5日 氷川神社秋季例大祭 滝馬室氷川神社
5日 お囃子連施設新装祝い 滝馬室氷川神社

6日 鴻巣びっくりひな祭り実行委員会
13日 市民硬式テニス大会（ダブルス） 上谷テニスコート
13日 鴻巣市武道大会 鴻巣市立総合体育館

13日 田間宮地域敬老会 ふれあいセンター
14日 吹上鎌塚八幡神社 巫女の舞
18日 大野神社例大祭

24日 9月定例議会 開会、知事提出議案の報告、上程
24日 議員政策研修会「分権時代の地方議会のあり方について」

25日 議案勉強会 県議会議事堂
26日 雷電町敬老会 雷電会館
26日 天皇陛下御即位二十年をお祝いする埼玉県民の集い埼玉会館

30日 防犯の町づくり推進議員連盟総会 県議会議事堂

2日 八ッ場ダム議連と知事との意見交換会 県議会議事堂
2日 八ッ場ダム推進議連意見交換会 浦和ロイヤルパインズ

3日 新こうのすチャレンジクラブ役員会
6日 決算特別委員会 県議会議事堂
6日 鴻巣びっくりひな祭り事前会議 中屋敷事務所

8日 企画財政委員会 県議会議事堂
9日 八ッ場ダム建設事業の推進を求める

埼玉県議会議員連盟現地視察

11日 鴻巣市民体育祭 鴻巣市立陸上競技場
11日 埼玉県防犯のまちづくり県民大会 埼玉会館大ホール

13日 教育改革・文化・スポーツ振興特別委員会 県議会議事堂
14日 埼玉県議会動物と共生する社会を推進する議員連盟総会

９月活動報告
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11月活動報告

10月19日（月）

埼玉県立熊谷循環器呼吸器病センター

当センターは、本県の目指す専門性の高い県立病院の設置

という基準の中で、呼吸器・循環器系疾患に関する中枢機関
としての役割を果たす専門病院である。全国にある類似県立

病院の中で医業収支比率は83.6%で第３位の位置にある。しか
し、事業収益と事業費用を比べると、6億３千万円余りの損失

を生じており、さらなる経営の健全化が望まれる。すぐれた

高度医療の提供と病院の事業としての健全
化、この二つの課題を同時に克服し、なお

かつ十分な医師・看護士の確保をしていか
なければならない。病院事業の健全な進捗。

高齢化を控えて極めて難題である。

10月28日（水）彩の国資源循環工場

本県の抱える大きな課題の一つに、廃棄物の適正処理やリ
サイクルなど資源の循環を確立することがあげられる。寄居

町にある当施設は、公共関与による全国初の総合的資源循環

型モデル施設である。民間リサイクル施設、PFIサーマルリサ
イクル施設、産学官の共同で実証研究を行う研究施設で構成

され、環境産業群の相互連携による効率的で効果的な資源再
生と技術開発に取り組んでいる。また、今年度から、隣接地

に6ha以内の県営最終処分場を併設した第二期事業
が進められている。視察した最終処分場では、環境

に影響の無いように最大限の工夫が施されていたが、
大地震など予想を超えた災害の時にははたして？

埼玉県議会
無所属刷新の会
鴻巣支部

中屋敷慎一事務所
〒365-0039
鴻巣市東3－11－18－103
ＴＥＬ 048－541－8110
FAX 048－541－0256

h t t p : //n a k a y a s h ik i . n e t
chal lenge@nakayash iki.net

☆県議会へのご意見、ご要望
承っております。

９月定例会で新型インフルエンザの大流行に
際し、治療薬として供給するため、抗インフ
ルエンザウイルス薬のリレンザを追加備蓄す
る案が可決されました。

埼玉県のインフルエンザ流行状況 （平成21年11月5日）

警報

9/5お囃子連施設新装祝い

10月活動報告

9/14吹上鎌塚八幡神社巫女の舞

「模擬上棟式」

まなびピア埼玉総合開会式での
県立松山女子高校の書道パフォーマンス

決算特別委員会 視察報告

地元問題（鴻巣市）
●鴻巣駅東口Ｃ・Ｅ地区市街地再開発事業の進捗に伴う、一般県道鴻巣・

桶川・さいたま線（鴻巣停車場線～都市計画道路三谷大間線）の拡幅整

備の推進

●主要地方道鴻巣・羽生線の歩道整備事業の推進と国道17号宮地交差点

の右折帯の整備推進

●主要地方道鴻巣・川島線、一般県道鎌塚・鴻巣線分岐 追分交差点改
良事業の推進

●主要地方道行田・蓮田線の特定交通安全施設等整備事業の更なる推進

●主要地方道さいたま・鴻巣線の児童・生徒の交通安全確保に向けた歩

道整備の早期完成

●都市公園（上谷総合公園）の緑地空間と元荒川の親水性との調和を図
る元荒川親水事業の推進

●主要地方道鴻巣・川島線（国道１７号三ツ木交差点～三ツ木神社付近）

の児童・生徒の交通安全確保に向けた道路拡幅及び歩道整備の推進

●武蔵水路の改築事業に伴う県道整備の推進

・一般県道上中森・鴻巣線における歩道整備の推進

・一般県道鎌塚・鴻巣線 中宿橋の交通安全確保に向けた拡幅及び歩

道整備の推進

●行財政改革
●総務関係
●警察・防犯関係

●産業労働関係
●農業関係

●環境関係
●都市整備関係

●県土整備関係
●教育関係

●福祉・保健・医療関係
●NPO活動関係地元問題を含め154項目の要望をいたしました。

１１月１１日


